
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
四
号

保
護
司
法

（
保
護
司
の
使
命
）

第
一
条
　
保
護
司
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
つ
て
、
犯
罪
を
し
た
者
及
び
非
行
の
あ
る
少
年
の
改
善
更
生
を
助
け

る
と
と
も
に
、
犯
罪
の
予
防
の
た
め
世
論
の
啓
発
に
努
め
、
も
つ
て
地
域
社
会
の
浄
化
を
は
か
り
、
個
人
及
び
公

共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
、
そ
の
使
命
と
す
る
。

（
設
置
区
域
及
び
定
数
）

第
二
条
　
保
護
司
は
、
法
務
大
臣
が
都
道
府
県
の
区
域
を
分
け
て
定
め
る
区
域
（
以
下
「
保
護
区
」
と
い
う
。
）
に

置
く
も
の
と
す
る
。

２
　
保
護
司
の
定
数
は
、
全
国
を
通
じ
て
、
五
万
二
千
五
百
人
を
こ
え
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
保
護
区
ご
と
の
保
護
司
の
定
数
は
、
法
務
大
臣
が
そ
の
土
地
の
人
口
、
経
済
、
犯
罪
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を

考
慮
し
て
定
め
る
。

４
　
第
一
項
及
び
前
項
に
規
定
す
る
法
務
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
更
生
保
護
委
員
会
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
推
薦
及
び
委
嘱
）

第
三
条
　
保
護
司
は
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
条
件
を
具
備
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
法
務
大
臣
が
、
委
嘱
す

る
。

一
　
人
格
及
び
行
動
に
つ
い
て
、
社
会
的
信
望
を
有
す
る
こ
と
。

二
　
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
熱
意
及
び
時
間
的
余
裕
を
有
す
る
こ
と
。

三
　
生
活
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
。

四
　
健
康
で
活
動
力
を
有
す
る
こ
と
。

２
　
法
務
大
臣
は
、
前
項
の
委
嘱
を
、
地
方
更
生
保
護
委
員
会
の
委
員
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
二
項
の
委
嘱
は
、
保
護
観
察
所
の
長
が
推
薦
し
た
者
の
う
ち
か
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
保
護
観
察
所
の
長
は
、
前
項
の
推
薦
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
保
護
司
選
考
会
の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
欠
格
条
項
）

第
四
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
保
護
司
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
　
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

二
　
日
本
国
憲
法
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す

る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

三
　
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の

（
保
護
司
選
考
会
）

第
五
条
　
保
護
観
察
所
に
、
保
護
司
選
考
会
を
置
く
。

２
　
保
護
司
選
考
会
は
、
委
員
十
三
人
（
東
京
地
方
裁
判
所
の
管
轄
区
域
を
管
轄
す
る
保
護
観
察
所
に
置
か
れ
る
保

護
司
選
考
会
に
あ
つ
て
は
、
十
五
人
）
以
内
を
も
つ
て
組
織
し
、
う
ち
一
人
を
会
長
と
す
る
。

３
　
保
護
司
選
考
会
の
委
員
に
は
、
給
与
を
支
給
し
な
い
。

４
　
こ
の
法
律
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
保
護
司
選
考
会
の
組
織
、
所
掌
事
務
、
委
員
及
び
事
務
処
理
の
手
続
に
つ

い
て
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
。

第
六
条
　
削
除

（
任
期
）

第
七
条
　
保
護
司
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
但
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
職
務
の
執
行
区
域
）

第
八
条
　
保
護
司
は
、
そ
の
置
か
れ
た
保
護
区
の
区
域
内
に
お
い
て
、
職
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。
但
し
、
地
方
更

生
保
護
委
員
会
又
は
保
護
観
察
所
の
長
か
ら
特
に
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
職
務
の
遂
行
）

第
八
条
の
二
　
保
護
司
は
、
地
方
更
生
保
護
委
員
会
又
は
保
護
観
察
所
の
長
か
ら
指
定
を
受
け
て
当
該
地
方
更
生
保

護
委
員
会
又
は
保
護
観
察
所
の
所
掌
に
属
す
る
事
務
に
従
事
す
る
ほ
か
、
保
護
観
察
所
の
長
の
承
認
を
得
た
保
護

司
会
の
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
次
に
掲
げ
る
事
務
で
あ
つ
て
当
該
保
護
観
察
所
の
所
掌
に
属
す
る
も
の

に
従
事
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
犯
罪
を
し
た
者
及
び
非
行
の
あ
る
少
年
の
改
善
更
生
を
助
け
又
は
犯
罪
の
予
防
を
図
る
た
め
の
啓
発
及
び
宣

伝
の
活
動

二
　
犯
罪
を
し
た
者
及
び
非
行
の
あ
る
少
年
の
改
善
更
生
を
助
け
又
は
犯
罪
の
予
防
を
図
る
た
め
の
民
間
団
体
の

活
動
へ
の
協
力

三
　
犯
罪
の
予
防
に
寄
与
す
る
地
方
公
共
団
体
の
施
策
へ
の
協
力

四
　
そ
の
他
犯
罪
を
し
た
者
及
び
非
行
の
あ
る
少
年
の
改
善
更
生
を
助
け
又
は
犯
罪
の
予
防
を
図
る
こ
と
に
資
す

る
活
動
で
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の

（
服
務
）

第
九
条
　
保
護
司
は
、
そ
の
使
命
を
自
覚
し
、
常
に
人
格
識
見
の
向
上
と
そ
の
職
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及

び
技
術
の
修
得
に
努
め
、
積
極
的
態
度
を
も
つ
て
そ
の
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
保
護
司
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
に
当
つ
て
知
り
得
た
関
係
者
の
身
上
に
関
す
る
秘
密
を
尊
重
し
、
そ
の
名
誉
保

持
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
　
削
除

（
費
用
の
支
給
）

第
十
一
条
　
保
護
司
に
は
、
給
与
を
支
給
し
な
い
。

２
　
保
護
司
は
、
法
務
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
職
務
を
行
う
た
め
に
要

す
る
費
用
の
全
部
又
は
一
部
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
解
嘱
）

第
十
二
条
　
法
務
大
臣
は
、
保
護
司
が
第
四
条
各
号
の
一
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
解
嘱
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
務
大
臣
は
、
保
護
司
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
保
護
観
察
所
の
長
の
申
出

に
基
づ
い
て
、
こ
れ
を
解
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
に
至
つ
た
と
き
。

二
　
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
職
務
を
怠
つ
た
と
き
。

三
　
保
護
司
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
が
あ
つ
た
と
き
。

３
　
保
護
観
察
所
の
長
は
、
前
項
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
保
護
司
選
考
会
の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
解
嘱
は
、
当
該
保
護
司
に
解
嘱
の
理
由
が
説
明
さ
れ
、
か
つ
、
弁
明
の
機

会
が
与
え
ら
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
こ

と
を
理
由
と
す
る
解
嘱
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
保
護
司
会
）

第
十
三
条
　
保
護
司
は
、
そ
の
置
か
れ
た
保
護
区
ご
と
に
保
護
司
会
を
組
織
す
る
。

２
　
保
護
司
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

一
　
第
八
条
の
二
に
規
定
す
る
計
画
の
策
定
そ
の
他
保
護
司
の
職
務
に
関
す
る
連
絡
及
び
調
整

二
　
保
護
司
の
職
務
に
関
し
必
要
な
資
料
及
び
情
報
の
収
集

三
　
保
護
司
の
職
務
に
関
す
る
研
究
及
び
意
見
の
発
表

四
　
そ
の
他
保
護
司
の
職
務
の
円
滑
か
つ
効
果
的
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
で
法
務
省
令
で
定
め
る

も
の

（
保
護
司
会
連
合
会
）

第
十
四
条
　
保
護
司
会
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
保
護
司
会
連
合
会
を
組
織
す
る
。
た
だ
し
、
北
海
道
に
あ
つ
て
は
、

法
務
大
臣
が
定
め
る
区
域
ご
と
に
組
織
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
保
護
司
会
連
合
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

一
　
保
護
司
会
の
任
務
に
関
す
る
連
絡
及
び
調
整

二
　
保
護
司
の
職
務
に
関
し
必
要
な
資
料
及
び
情
報
の
収
集

三
　
保
護
司
の
職
務
に
関
す
る
研
究
及
び
意
見
の
発
表

四
　
そ
の
他
保
護
司
の
職
務
又
は
保
護
司
会
の
任
務
の
円
滑
か
つ
効
果
的
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
で

法
務
省
令
で
定
め
る
も
の

1



（
保
護
司
会
等
に
関
し
必
要
な
事
項
の
省
令
へ
の
委
任
）

第
十
五
条
　
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
保
護
司
会
及
び
保
護
司
会
連
合
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
法
務

省
令
で
定
め
る
。

（
表
彰
）

第
十
六
条
　
法
務
大
臣
は
、
職
務
上
特
に
功
労
が
あ
る
保
護
司
、
保
護
司
会
及
び
保
護
司
会
連
合
会
を
表
彰
し
、
そ

の
業
績
を
一
般
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
に
意
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
方
公
共
団
体
の
協
力
）

第
十
七
条
　
地
方
公
共
団
体
は
、
保
護
司
、
保
護
司
会
及
び
保
護
司
会
連
合
会
の
活
動
が
、
犯
罪
を
し
た
者
及
び
非

行
の
あ
る
少
年
の
改
善
更
生
を
助
け
る
と
と
も
に
犯
罪
を
予
防
し
、
地
域
社
会
の
安
全
及
び
住
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
保
護
司
、
保
護
司
会
及
び
保
護
司
会

連
合
会
の
活
動
に
対
し
て
必
要
な
協
力
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
省
令
へ
の
委
任
）

第
十
八
条
　
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
の
手
続
、
そ
の
他
そ
の
執
行
に
つ
い
て
必
要
な
細
則
は
、
法
務
省
令
で
定
め

る
。

附
　
則
　
抄

１
　
こ
の
法
律
は
、
更
生
緊
急
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

３
　
他
の
法
令
中
「
司
法
保
護
委
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
保
護
司
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
七
月
三
一
日
法
律
第
二
六
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
七
月
一
日
法
律
第
一
一
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
五
月
二
〇
日
法
律
第
六
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
八
日
法
律
第
一
五
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
準
禁
治
産
者
及
び
そ
の
保
佐
人
に
関
す
る
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
き
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
か
ら
二
十
五
ま
で
　
略

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第
一
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
九
百
九
十
五
条
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
千
三
百
五
条
、
第
千
三
百
六
条
、
第
千
三
百
二
十
四
条
第

二
項
、
第
千
三
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
千
三
百
四
十
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
六
月
一
五
日
法
律
第
八
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
一
四
日
法
律
第
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
四
十
条
、
第
五
十
九
条
、
第
六
十
一
条
、
第
七
十
五
条
（
児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
二
十
の
改
正
規
定

に
限
る
。
）
、
第
八
十
五
条
、
第
百
二
条
、
第
百
七
条
（
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に

係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
六
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
十
一
条
、
第
百
四
十
三
条
、

第
百
四
十
九
条
、
第
百
五
十
二
条
、
第
百
五
十
四
条
（
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
第
二
十
五
条
第
六

号
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
及
び
第
百
六
十
八
条
並
び
に
次
条
並
び
に
附
則
第
三
条
及
び
第
六
条
の
規
定
　
公

布
の
日

（
行
政
庁
の
行
為
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
（
前
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
施
行
の
日
前
に
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
（
欠
格
条
項
そ

の
他
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
を
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
の
行

為
及
び
当
該
規
定
に
よ
り
生
じ
た
失
職
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
検
討
）

第
七
条
　
政
府
は
、
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
及
び
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）
に
お
け
る
法
人
の
役
員
の
資
格
を
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
制
限
す
る
旨
の
規
定
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
一
年
以
内
を
目
途
と
し
て
検
討
を
加

え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
規
定
の
削
除
そ
の
他
の
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
一
七
日
法
律
第
六
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
五
百
九
条
の
規
定
　
公
布
の
日

2


